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モバイルインターネットの発展、スマートフォンなど携帯情報端末や Facebook、Twitter をはじめとす
るソーシャルネットワークサービス（SNS）の普及に伴い、実世界とサイバースペースとの融合が進み、
膨大な量の情報が生み出され、人々の日常活動に大きな影響を与えている。SNS などサイバースペース
におけるユーザ間の関係が複雑になり、実世界と同じ関係、あるいは、サイバースペースと実世界をま
たがる関係を構築することが可能となる。こういった関係のなか、または、これらの関係で形成された
グループにおいて、各ユーザがさまざまな役割や役目を果たしている。本研究では、このような役割や
役目をソーシャルロール（Social Role）と呼ぶ。ソーシャルロールおよびユーザ間の関係は、より効果的
にユーザを理解しユーザに適した情報行動を支援するうえで重要である。
しかし、ユーザのソーシャルロールに関わる影響要素は多く、そして、常に変化している。そのため、
ソーシャルロールのモデリングと解析は困難となっている。また、ソーシャルロールはサイバースペー
スだけではなく、実世界に属する影響要素も多く存在する。近年、情報通信技術の発展によって、サイ
バースペースにおけるユーザのソーシャルロール解析は、GPS など実世界からのデータを組み合わせる
ことが可能となり、より正確に行うことができるようになっている。ユーザのソーシャルロール解析に
関してこれまで多くの研究が行われているが、主な研究対象はサイバースペースにおけるソーシャルロ
ールであり、実世界でのソーシャルロールに関しての考慮が限定的で、不十分である。
一方、情報行動支援については、個人による情報検索・探索、個人を対象とする情報推薦、グループ
による意思決定プロセス支援など、さまざまな視点による適用場面が考えられる。しかし、情報の検索
と推薦に関して、あまり価値のないノイズが多く含まれている膨大な量の情報からユーザにとって有用
な情報を見つけ、提供するには大きな困難を伴う。また、グループ意思決定プロセスに関しては、ユー
ザ間のネゴシエーションにより多くの選択肢から合意を達することは容易でなく、効率的な支援手法が
必要である。
本研究では、実世界のソーシャルロールに関わる各種の要素を考慮しながら、サイバースペースにお
けるユーザ間の関係、とくにソーシャルロールのモデル化と解析を行うための計算論的アプローチを構
築することを目的としている。具体的には、実世界の影響要素をサイバースペースにマッピングするこ
とにより、サイバースペースと実世界をまたがる影響要素を取り入れたソーシャルロール解析の基本モ
デルを提案し、それを実現するためのアルゴリズムを研究開発するとともに、ユーザ参加型情報検索・
推薦およびグループ意思決定プロセスにおけるユーザ間のネゴシエーションでの効率的な合意形成への
適用を試みている。
本論文は、６つの章からなる。各章で述べられている内容は以下の通りである。
第１章は、序論である。本研究の背景について述べ、サイバースペースにおけるユーザ間の関係やソ
ーシャルロールの特徴、ソーシャルロール解析に基づく情報行動支援の利点、データ解析の難しさと課
題などを明らかにし、本研究の目的と提案手法の特徴を示している。
第２章では、ソーシャルロール解析、ユーザ関係のモデル化、情報検索・推薦や意思決定支援などに
ついて関連先行研究を調査し、それらの研究の提案手法の特徴をまとめたうえ、本研究の提案手法と比
較し、本研究の位置づけを明確にしている。
第３章では、まず、ソーシャルロールの定義や基本属性についてサーベイし、個人独自でもつ属性、
他人との関係で発生する属性、時間性のある属性などの分類を行っている。また、場所、状況、コンテ
キストなどアンビエンス（Ambience）と呼ばれる影響要素を分析し、ソーシャルロールの基本属性と影
響要素の関係を記述するソーシャルロールの基本モデルを構築している。さらに、実世界の影響要素を
サイバースペースにマッピングし、常に変化する環境からの影響要素などと統合することによりソーシ
ャルロール解析・同定モデルを提案し、それに基づきソーシャルロールを解析し同定するプロセスにつ
いて述べ、アプリケーションシナリオを想定し説明している。
第４章では、ソーシャルロール解析に基づいた参加型情報検索・推薦（Participatory Information Search and
Recommendation）のフレームワークを提案している。まず、ユーザのソーシャルロールを解析し、それ
を明確にしたユーザ・コネクション・ネットワークを構築し、ユーザのソーシャルロールとコネクショ
ン・ネットワークに基づいた情報検索支援と各ユーザに適した情報推薦を可能とするシステムの機能モ
ジュールを考案し、必要なアルゴリズムとメカニズムを研究開発している。さらに、提案手法とシステ
ムの実現可能性と有用性を検証するため、Twitterデータを収集し、先行研究で提案している Dynamically
Socialized User Networking (DSUN)と呼ばれるモデルおよび関連アルゴリズムを用いてデータの事前処理
とデータ解析を行い、本研究の提案モデルとフレームワークに基づいた情報推薦のシミュレーションプ
ログラムを構築し、シナリオによるシミュレーション評価を行っている。その結果、ユーザ間の関係と
ソーシャルロールを考慮した情報推薦の有効性を明らかにしている。
第５章は、グループ意思決定（Collective Decision-Making）プロセスにおけるユーザ間のネゴシエーシ
ョンでの効率的な合意形成へのソーシャルロールの適用を試みるものである。まず、グループ意思決定
プロセスに対応した３階層ソーシャルロール解析モデルを提案し、実世界とサイバースペース両方のソ
ーシャルロールを分析しながら、ユーザ間のネゴシエーションにおけるソーシャルロールの影響の重要
性について論じている。次に、適用事例として、カナダのある大学で実際に使われている Course Offering
Determination (COD)システムを用いて、提案モデルに基づき、グループ意思決定におけるネゴシエーショ
ンプロセスと合意形成を支援する統合的なメカニズムを取り組んだシミュレーション環境を NetLogo と
いうツールをベースに構築し、本研究の提案手法とグループ意思決定支援の伝統的な手法である Delphi
法との比較実験を行っている。その結果をもとに提案モデルと支援メカニズムの有効性を分析・検証し、
本研究の提案アプローチがグループ意思決定におけるネゴシエーションプロセスの短縮と合意形成の円
滑化に有効であることを示唆している。
第６章は、本論文の結論である。本研究で提案しているソーシャルロールのモデル化と解析を行うた
めの計算論的アプローチの特徴や情報行動支援への適用の有効性などをまとめ、本研究の問題点や今後
の課題について述べている。
本研究は、SNSを代表とするサイバースペースからのデータと GPSなど実世界からのデータを集約し
て分析することにより、グループにおけるユーザのソーシャルロール解析および互いのつながりと人間
関係のネットワーク抽出をはかる計算論的アプローチとして構築するものである。本研究の結果は、個
人による情報検索、個人を対象とする情報推薦、グループによる意思決定など幅広い人間情報行動支援
への適用が可能であり、さらに、さまざまな個人データを集めて解析し、アプリケーションシステムに
依存しないユニバーサルユーザモデルの構築にも応用できると考えられる。本研究は、個人に適した情
報活用やサイバースペースと実世界をまたがるグループによる情報共有などの研究発展に寄与するもの
として期待できる。
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以上のことに鑑みて、本審査委員会は本論文が博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するもの
と認める。
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